
資料３

2024年度の事業計画の取組状況



説明会等の実施による技能者・事業者登録、現場運用のサポート

 概要周知（概要説明会・運用説明会）、基本情報登録（事業者登録会・技能者登録会）、現場運用の３ステップで
サポート。モデル工事については、発注者への理解も図りながらサポート。

 地方公共団体や関係団体の状況確認・意見交換などから説明会等の開催を働きかけ。
 本財団主催の「ＣＣＵＳ運用実践セミナー」 を１１月から試行中。２０２５年度は全国的な展開を図っていく。
 ＣＣＵＳサテライト説明会（Ｗeb説明会）については、ＣＰＤ・ＣＰＤＳ対応とし、２回/月実施。
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区 分
主催者別実施状況（2024年度）

ＰＣ操作実践・
工事運用実践

技能者登録会

概要説明会

備 考

実績（回数）
同時開催を含む

概要説明会 運用説明会 事業者登録会 技能者登録会
現場運用
実践会

2023年度 ２０２ ８３ ６０ ２０ １８ ２１

2024年度 ２３５
（予定含む３月末）

７２ ７４ ２４ １６ ４９

国直轄のうち、四国はモデル対象外と
なり、東北も同様の状態。関東はｗｅｂ
公開で見学会実施。

概要周知とセットとする等により、現場運用実
践会を実施するケースが増えてきている。

建設業協会 その他団体 地方公共団体 公共団体事務所

登録会を単独で実施するケースは少なく、概
要周知とセットで、オプションメニューとして実
施することが多い。

20団体 34回

10団体 31回

7団体 17回

15団体 42回

6団体 16回

2事務所  2回

2事務所  3回

2事務所  3回

2事務所 2回

6団体 11回

2団体  4回

2団体 4回

4団体  9回

8団体  8回

7団体 7回

6社  6回

3社 3回

個 社

周
知

概
要

登
録

基
本
情
報

運
用

現
場

運用説明会

事業者登録会

8箇所 11回

8箇所 11回

8箇所 11回

建設業振興基金

四国

地方公共団体は協会との共催となるケースが
多い。

備 考

本財団主催の説明会は、「現場運用実践会」
のニーズの高まりを受け、「CCUS運用実践セ
ミナー」として、PC操作を中心に試行している
もので、講師を認定アドバイザーに委託し、
PC・web等の環境を備えた施設で募集開催。

区 分 国直轄 都道府県 指定都市・市区町村 独法・特殊会社
東北 関東 北陸 九州 埼玉山梨申込・事前打合せ

概要・運用方法説明会

モデル工事見学会

現場サポート・情報交換会

名古屋 新潟

埼玉県は要領改訂後の受注者

新潟市は受注者２社対応。市職員も
参加。

合計

8回

2回

1回

普及促進のステップ

モデル工事サポート



認定登録機関設置状況

箇所数(2024.7) 申請内容 対象者

認定登録機関 ２３６（４２都道府県） 事業者、技能者（詳細型） 一般

登録支援機関 ３５（２５府県＋１０） 同上 設置者の会員、取引先等

設置状況

事業者・技能者 緑

事業者のみ 黄

無し 無地

登録支援機関設置状況

箇所数

１０～ 紫

３～９ 緑

～２ 黄

０ 無地

 ２０２５年２月末現在で全国２７１箇所に認定登録機関、登録支援機関を設置。
 ２０２４年９月に富山県に認定登録機関が開設されたことにより、認定登録機関・登録支援機関とも空

白となっている都道府県は解消。
 引き続き、認定登録機関の未設置県の解消を目指すとともに、各機関が適正に機能するよう図っていく。

※ 認定登録機関未設置は、宮城、岐阜、滋賀、和歌山、高知の５県
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※ 認定登録機関・登録支援機関とは、インターネット申請が困難な利用者の利便性を確保するため、書面申請による受付・審査・システム登録までの一連の事務を行う窓口。
※ 「＋１０」の登録支援機関は、大手建設会社９社が、関係企業等の申請に対応するため設置したもの。

認定登録機関・登録支援機関の設置による技能者・事業者登録の促進
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 「ＣＣＵＳ認定アドバイザー」は、ＣＣＵＳに関する専門的な知識を有する者として、一般の利用者からの
相談・問合せに無償で対応。 ２０２５年２月末現在３３７名が活動。
※行政書士、社会保険労務士、建設業従事者、コンサルタント業従事者などから構成

 このうち、電話やメールでの問合せが可能なＣＣＵＳ認定アドバイザーを、「電話対応可能なＣＣＵＳ認
定アドバイザー」として掲載（２月末現在電話対応３９名・メール対応２４名）し、対応を依頼。

 ２０２４年４月には、ＣＣＵＳ認定アドバイザーの活用として、建設事業者団体が厚労省のＣＣＵＳに関す
る助成金を活用することを図るため、「ＣＣＵＳ助成金活用相談窓口」を開設（２箇所）。

 さらに、概要・運用実践説明会等の講師をＣＣＵＳ認定アドバイザーに委託し、ＰＣ及びｗｅｂ環境を備え
た、資格講座等を展開する機関の施設で「ＣＣＵＳ運用実践セミナー」を開催。当該セミナーについては、
２０２５年度から全国的な展開を図っていく。

 ＣＣＵＳ実務講習を受講した「ＣＣＵＳ登録行政書士」 （２月末現在１，１３１名）をＨＰで公表し、代行申
請により小規模事業者等の登録をサポート。

ＣＣＵＳ認定アドバイザー・登録行政書士の活用による技能者・事業者登録、現場利用
の推進

電話対応認定AD

助成金活用相談窓口

ＣＣＵＳ認定アドバイザー

建
設
業
振
興
基
金

電話相談
・実地対応

認定登録
・契約

事
業
者
・技
能
者

登録行政書士

ＣＣＵＳ運用実践セミナー

運営サポート
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 技能者・事業者が、認定登録機関、ＣＣＵＳ認定アドバイザー、ＣＣＵＳ登録行政書士のサポートを受け
ようとする際に、各サポート機関の名称・連絡先等を容易に検索できるよう、「サポートマップ」を整備。

 「サポートマップ」は、地図上に各サポート機関の名称・連絡先などを表示し、容易に身近なサポート機
関を検索することが可能。

① CCUSのＨＰトップ画面の一番下にある
「サポートマップ」のバナーをクリック。

② 「サポートマップ」に、認定登録機関、CCUS認定
アドバイザー、CCUS登録行政書士が表示される。

③ サポート機関のアイコンをクリックすると、
名称、住所、対応エリア、連絡先等が表示。

※地図への表記を希望しない方もいるため、全てのサポート機関を
 網羅しているものではないことに留意

（参考）サポートマップで認定登録機関・認定アドバイザー・登録行政書士を検索
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実際の設置状況（三田）

月別タッチ経験者数 受講コース順 タッチ経験者数

 教育訓練機関での履歴蓄積の在り方検討のため、富士教育訓練センターに、CCUSカードタッチ経験
の場としてカードリーダーを設置し、 ２０２３年４月より試行開始。※就業履歴としては蓄積しない。

 カードタッチのインセンティブとして、ＣＣＵＳ応援自販機を設置し、飲料を無料で提供。
 ２０２４年４月からは、三田建設技能研修センターでも取り組みを開始。

教育訓練施設における就業履歴蓄積の取組

富士教育訓練センター 三田建設技能研修センター

実人数 タッチ数

４月 8 62

５月 34 125

６月 37 394

７月 47 465

８月 21 136

９月 2 4

１０月 25 92

１１月 41 137

１２月 4 7

１月 9 134

２月 7 40

３月 9 75

合計 244 1671

実施時期 実人数 タッチ数
CCUSカード

所有率

1 (Y建設)新入社員教育フォロー研修 10月 21 79 75.0%

2 (Y建設)基礎Ⅱ教育 11月 13 48 56.5%

3 (M建設)建築・土木躯体科(とびコース2) 7～8月 11 220 78.6%

4 第1回建設機械運転基礎 ５～6月 10 173 62.5%

(全鉄筋)第1回鉄筋基礎(７) ５月 9 37 64.3%

(全標協)第2回登録標識・路面標示基幹技能者講習 11月 9 24 18.4%

7 第1回土木施工管理(基礎コース２) 5月 8 83 40.0%

8 (日機協)第1回実践型施工管理 4～6月 7 56 30.4%

(M建設)建築躯体科(２) 7～8月 6 116 85.7%

第1回型枠基礎 5～6月 6 103 42.9%

第1回左官基礎(２) 5～6月 6 77 42.9%

第2回土木施工科(１) 1～2月 6 129 35.3%

13 その他(5名以下：33コース) 62 526

174 1671

コース名
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月別タッチ経験者数 受講コース順 タッチ経験者数

2024年度 2024年度

2023年度

5

実人数 タッチ数

４月 5 79

５月 29 299

６月 37 365

７月 68 699

８月 46 225

９月 6 21

１０月 24 95

１１月 27 119

１２月 11 43

１月 4 19

２月

３月

合計 257 1,964

実施時期 実人数 タッチ数
CCUSカード

所有率

1 （Ｙ建設）新入社員教育フォロー研修 9～10月 18 50 90.0%

2 （Ｍ建設）建築躯体科（２） 7～8月 14 274 82.3%

3 第１回建設機械運転基礎 5～6月 13 202 86.7%

4 第１回型枠基礎 5～6月 8 80 80.0%

5 第１回土木施工管理基礎 5～7月 8 195 57.1%

6 （全鉄筋）登録鉄筋基幹技能者認定講習 12月 8 14 34.8%

7 第１回土木施工科（１） 5～6月 7 65 50.0%

8

9

10 その他コース(6人以下) 70 1,084

計 146 1,964

コース名 実人数 タッチ数

４月 7 8

５月 3 4

６月 4 7

７月 1 1

８月 0 0

９月 0 0

１０月 0 0

１１月 2 4

１２月 0 0

１月 5 6

２月

３月

合計 22 30

実施時期 実人数 タッチ数
CCUSカード

所有率

1 玉掛第451回 4月 2 2 100.0%

2 エコアクション ５～6月 3 3 42.8%

3

4

5

6

7

8

9

10 その他コース(1名以下) 9 25

計 14 30

コース名

（２０２５年１月末現在）（２０２５年１月末現在）



① 一括作業方式

建退共電子申請
専用サイト

勤労者
退職金

共済機構

毎日カードタッチ

全ての下請
（共済契約者）

就労実績に基づき自動的に個々の
技能者に掛金が充当され、退職時
に給付(証紙貼付不要)

公共発注者

就業履歴が蓄積

積算に
反映

掛金収納書
の提出 等

就労実績報告
作成ツール

元請

技能者

技能者 技能者

※公共工事
の場合

元請一括
作業方式

一次下請一括
作業方式

R方式R方式

１次下請

元請に就労状況報告
を集約（電子）

 元請一括作業方式
元請がCCUSから就業履歴データを一括してダウンロードし、

建退共電子申請に活用。

 一次下請一括作業方式
各一次事業者がCCUSから傘下の下請事業者の就業履歴

データを一括してダウンロードし、 元請事業者に当該データを
報告・集約し、建退共電子申請に活用。

② Ｒ方式（一覧データ登録方式）

建退共電子申請の就労実績をCCUSの就業履
歴の蓄積に活用。

2022年9月から2024年12月分実績（累計）
【一括作業方式の現場での建退共電子申請による掛金充当日数】

 373,833日分
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ＣＣＵＳと建退共電子ポイント（電子申請）との連携

普及促進のため、建退共電子申請方式の
説明会と連携したCCUS説明会を開催中

就労実績の登録

CCUSと建退共電子申請連携イメージ
（一括作業方式・R方式の場合）

個別作業方式に加え、電子申請に係る事務とCCUSの就業履歴
登録のための手続の双方を一層効率化する観点から、「一括作
業方式」、「R方式」機能を追加



技能者向けスマホアプリ「建キャリ」によるＣＣＵＳの魅力向上

 CCUS登録技能者が、スマホにより、CCUSに登録されている自身の保有資格、就業履歴、レベル等の
情報を容易に確認することにより現状を把握し、能力評価サポートや建退共掛金状況などでキャリア
アップへの動機づけ、モチベーションの維持を期待。

 その他、国交省からの情報や有識者によるコラムなどのお知らせ、CCUS応援団特典の確認・利用
ページなど付加機能により、登録技能者への直接的なメリットを意図。今後も、スマホの特性を活かし
た機能追加を図っていく。

 建キャリのインストール及びカードタッチ促進のため、ポイントプレゼントキャンペーンを実施中。

「建キャリ」登録・利用状況メニュー・概要

7

就業履歴一覧か
ら個別現場をクリッ
クし、立場・作業
内容を確認

登録職種のレベル
、レベルアップ条件
を表示（現時点
では国交省ホーム
ページへ）

バナーから概要を
確認、さらに詳細
で利用ページへ

資格情報から個
別資格をクリックし
、登録資格画像
を表示。オフライン
でも表示可能

就業履歴 資格情報

能力評価

特典 建退共

マイページ

建退共の掛金納
付状況、退職金
目安を確認可能

生年月日及び本
人確認番号、又
は生体認証で再
認証のうえ表示

各メニューアクセス状況

マイページ 9,128

就業履歴一覧 14,304

　　就業履歴詳細 1,817

資格一覧 11,330

　　資格詳細 6,741

特典 3,168

能力評価基準一覧 2,239

　　レベルアップ詳細 644

お知らせ一覧 1,374

　　お知らせ詳細 1,451

個人お知らせ一覧 688

建退共 2,497
５，９２８件 ３，０７０件

配信プラットフォーム別

「建キャリ」利用者設定状況

年　月 利用設定者 インストール数

2024年11月 348 688

2024年12月 3,552 6,090

2025年1月 1,541 2,220

2025年2月 2,039

計 7,480 8,998

（２０２５年１月末現在）

※２０２５年２月末現在

※



 建設現場の入場口や囲い等へ貼付して、ＣＣＵＳの運用・就業履歴蓄積現場であることを、現場の技
能者・関係者が認識するとともに、一般の方々の認知度向上を意図して、公募による１４種類のデザイ
ンで作成。

 無料でダウンロードして活用することが可能。サンプルで作成した７種類については、現場貼付写真の
提供を条件に、希望者へ配付。

 さらに、ステッカーデザインから派生した「もふもふ建設隊」のキャラクター（現在３１職種）をダウンロー
ド可能なフリー素材として公開し、ＣＣＵＳのみならず建設業への理解も期待して幅広く展開している。

現場ステッカーによるＣＣＵＳの認知度向上

ステッカーとして仮囲等へ貼付

「ステッカーデザイン」と「もふもふ建設隊」（ＤＬページ）

ノベルティとして展示会で配付

職種別にキャラクター化

※タオルハンカチ
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●カーリース契約キャッシュバック ●レンタカー利用料金割引 ●カーシェアサービス新規登録割引 ●資格取得講座受講料割引 ●クレジットカード加入
キャッシュバック ●結婚相談所入会初期費用値引 ●中古工具買取・販売優遇 ●飲食店のドリンクサービス ●抽選による安全靴プレゼント など

【技能者向け】

【事業者向け】 ●専門紙の新規購読料割引 ●企業間決裁支援サービス利用手数料優遇 ●行政書士事務所・特許事務所利用料割引 など

 ２０２２年８月から開始した「ＣＣＵＳ応援団」は、ＣＣＵＳ登録技能者・登録事業者へ、ＣＣＵＳの取り組み
に賛同した外部事業者からの特典を提供するもの。

 ２０２５年２月末現在、「技能者向け特典」は５３件、「事業者向け特典」は４４件となっており、 「ＣＣＵＳ
メンバーズメール」の発信、ＹｏｕＴｕｂｅ「ＣＣＵＳ応援団」チャンネルでの個別特典・都道府県別特典紹介
動画の公開により、ＣＣＵＳ応援団および特典の認知・利用促進を図っている。

 技能者向けスマホアプリ「建キャリ」の実装及び ＣＣＵＳ応援団専用ホームページの開設に合わせ、Ｃ
ＣＵＳ応援団企業及び特典を簡単に、利用目的や都道府県別等を選択できるよう調整。

ＣＣＵＳ応援団によるＣＣＵＳの魅力向上

「スキルアップ・資格」、「ＤＸ・業務支援」、「飲食」、「ファイナンス」、「ライフサポート」、「ショッピング」 にカテゴライズ

「建キャリ」の「特典」メニュー ＣＣＵＳ応援団ホームページ

9

都道府県別、
カテゴリー別に
検索可能

バナー枠サイズ
を統一。
応援団企業毎
に表示

応援団募集を
明確化都道府県別、

カテゴリー別に
検索可能

バナーサイズを
統一



 ＣＣＵＳ登録技能者がＣＣＵＳカードで自動販売機にタッチすると、飲料を無料で提供する「ＣＣＵＳ応援
自販機」。 ※飲料代は元請事業者が負担

 ２０２２年８月下旬に第１号機を設置、 ２０２４年１月からはＣＣＵＳ応援自販機を取り扱う飲料メーカー
が２社となり、積極的な営業展開や設置条件緩和などにより着実に増加し、２０２５年１月末現在、４１
社が導入、３６都道府県に設置され、累計２０１台（予定を含む）となっている。

 なお、多くの技能者が利用する建設関係団体施設や、建設事業者の社屋など、現場事務所に限らず
設置するケースも出てきており、今後さらに拡大していくことが見込まれる。

設置目的

ＣＣＵＳ応援自販機の概要

カードタッチで、技能者に直接飲料が無料で提供されることによる、ＣＣＵＳ登録・就業履歴登録へ
のインセンティブ付与

仕事に対する姿勢やＣＣＵＳ利活用へのモチベーションのアップ。

自動販売機にＣＣＵＳ専用の認証基盤を内蔵する方式、自動販売機付設の電子マネー用の決済
端末を利用する方式の２種類

１技能者ＩＤに無料で提供する本数等の設定が可能

業界として重要な意義があると思い、
ＣＣＵＳ応援自販機を設置。毎日、飲料
を提供している。（現場所長の声）

ＣＣＵＳ応援自販機設置状況

利用者の声

カードの重要性を理解でき、常にカード
携帯するようになった。（技能者の声）

現場の一体感が増した気がする。コミ
ュニケーションアップに貢献している。
（現場所長・技能者の声）

一人親方も外国人も、入場者みんなが
受け取れるのが良い。（技能者の声） 累計２０１台（赤字：予定）

複数台設置事業者（２２社）

ＣＣＵＳ応援自販機設置・活用事例

ＣＣＵＳ応援団によるＣＣＵＳの魅力向上 ＊ＣＣＵＳ応援自販機の設置
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設置数 設置数
北海道 1 滋賀 1
青森 1 京都 4
岩手 大阪 25
宮城 3 兵庫 7
秋田 奈良 1
山形 和歌山 4+1
福島 1 鳥取
茨城 10 島根 1
栃木 岡山 4
群馬 3 広島 7
埼玉 2+1 山口 1
千葉 11 徳島
東京 26 香川 2

神奈川 25+2 愛媛
新潟 4 高知
富山 3 福岡 4
石川 2 佐賀 1
福井 長崎
山梨 熊本 3
長野 2 大分 3+1
岐阜 2 宮崎 1
静岡 3 鹿児島 2
愛知 22+1 沖縄 2
三重 1

設置事業者
株式会社　フジタ
株式会社　錢高組
株式会社　鴻池組
東急建設　株式会社
株式会社　長谷工コーポレーション
株式会社　大林組
西松建設　株式会社
松井建設　株式会社
戸田建設　株式会社
株式会社　淺沼組
清水建設　株式会社
大成建設　株式会社
東亜建設工業　株式会社
鹿島建設　株式会社
青木あすなろ建設　株式会社
ショーボンド建設　株式会社
関東建設工業　株式会社
株式会社　熊谷組
株式会社　大本組
西武建設　株式会社
近藤建設　株式会社
オフト関西サービス　株式会社



【DBサーバー（商用環境）】
・2024年07月 ： １台増設（7台 ⇒ 8台）
・2024年12月 ： ２台増設（8台 ⇒ 10台）

【NASサーバー】
・2024年06月 ： 12.4TB ⇒ 13.6TB

② バッチ処理の性能改善

 性能懸念のあるバッチ処理に対する改善策の実施

① データ量及び利用者の増大に対応するための安定的な保守運用

システムの機能改善・追加の取組
（１）2024年度事業計画に基づく取組等

③ 建レコのバージョンアップ

 システムの安定的な運用を確保するため、データ量の増大に対応するためのＤＢサーバーの増設、
NASサーバー（画像データ等の保管）の拡張を実施。

 iOS１８へのバージョンアップを実施（2024年度第4四半期）
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次回拡張は2025年3月を予定（13.6TB→14.8TB）

次回増設は2025年秋を予定（11台目）。

名称 性能懸念 改善策 リリース時
期

閲覧データ作成
（施工体制技能者）

・集計対象となる施工体制技能者情報の
増加に伴うバッチ起動時のDBサーバメ
モリ使用率の上昇による起動不可リスク
・月1回、全現場（約23万件）の施工体
制技能者情報の閲覧データを一括で作成
しているため処理時間が約5日間と長い

・月1回の全現場一括処理から、ユーザ自身が希
望する現場の施工体制技能者情報を集計するボタ
ンを画面上に設置し集計する方式へと変更するこ
とで、システム全体への負荷を抑えるとともに
ユーザには最新の集計情報を提供する

2024年度
第2四半期
リリース済

閲覧データ作成
（就業履歴集計）

・集計対象となる就業履歴件数の増加に
伴い、「前日分までの就業履歴の集計結
果」の表示が遅延

・Marklogicの機能（Corb2）を導入し、複数台の
DBサーバで処理する「並列処理化」で集計する
ことにより処理速度を向上させ、処理時間の短縮
を図る

2024年度
第3四半期
リリース済



 CCUS技能者登録申請（インターネットに限る）に併せて、能力評価を同時に申請できるよう
にするワンストップ化※の取組を進める。これにより、能力評価結果に基づいたレベル2～4
の色カードが、当初から発行される。 （２０２５年３月１４日リリース）

※代行申請の場合における技能者新規登録の際の白カードの省略化

① CCUS技能者登録と能力評価申請のワンストップ化

準備中の取組

技能者 申請を代行する所属事業者等 CCUS 能力評価実施団体

★レベル1(白)のカードは発行しない

★判定後のレベルカードを発行
　　※審査結果、レベル1の場合は

　　 　レベル1(白)のカードを発行

技能者登録申請
+能力評価申請

技能者登録
レベル判定

・審査・確認書類の確認
・判定結果の報告

カード発行

技能者登録申請
+能力評価申請
（代行依頼）

システムの機能改善・追加の取組
（２）準備中の取組
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 登録基幹技能者がCCUSの新規技能者登録、または変更登録をする際に、登録基幹技能
者講習修了証にある「修了証番号」をCCUSに入力することで、登録基幹技能者データベー
ス（以下「DB」）から、修了証番号に対応する登録基幹技能者情報をCCUS申請画面に自
動で反映。

 また、CCUSの登録時に、ＤＢとのデータ連携について「同意」する設定をしておくことで、DB
の情報が更新されれば、CCUSの情報も自動で更新。
（２０２４年度第４四半期リリース予定であったが、年度明けになる予定）

② CCUSと登録基幹技能者データベースとのデータ連携

準備中の取組

②CCUSから登録基幹技能者DB
 へ情報連携リクエスト

③登録基幹技能者DBからCCUS
へ登録基幹技能者情報を連携

・CCUSに登録基幹技能者
「修了証番号」を入力・登録

・登録基幹技能者DBとのデータ
連携について「同意」

①申請者

登録基幹技能者
データベース

システムの機能改善・追加の取組
（２）準備中の取組
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47種類
85,911名
(2024.3.31現在)



提出日 年 月 日

（ ）

［退職金共済制度加入について　建退共・中退共・その他・無］ ［退職金共済制度加入について　建退共・中退共・その他・無］

2021 年 11 月 01 日 1994 年 12 月 31 日 03-9898-7676 2019 年 11 月 11 日 2019 年 11 月 11 日 2023 年 12 月 18 日

1 A

29歳 090-3636-0000 130 95 年 月 日

年 月 日 2000 年 02 月 19 日 0468-71-1111 2019 年 07 月 19 日 年 月 日 2023 年 10 月 02 日

2 B

24歳 0468-72-1111 年 月 日

年 月 日 2000 年 01 月 01 日 03-5473-4586 年 月 日 年 月 日 年 月 日

3 A

24歳 03-5473-4586 120 100 年 月 日

1  次

会社名・

事業者ID

受入教育

実施年月日技能者ＩＤ

～

作 　業 　員 　名 　簿 元　請

確認欄

番

　

号

フ　リ　ガ　ナ

職　種

所属事業者

と異なる事

業者の元で

就業した場

合

※

雇入年月日 生年月日 現 住 所

所　長　名 TOM MAICHEL WATOSON 殿

㊞
会 社 名・

事業者ID

0 次

㊞（株）基金建設 13286912802122

入場年月日

氏　　　　名

経 験 年 数 年   齢 家族連絡先 （ＴＥＬ） 血          　圧 種　　　　　類
雇入・職長

特別教育

（ＴＥＬ） 最近の健康診断日 血

液

型

特殊健康診断日 教　育・資　格・免　許

技能講習 免　　許

技能

レベル

在留

資格

4（金）

該当なし

◯ 1（白）

該当なし

健康保険

年金保険

雇用保険

加入なし

社

会

保

険

確

認

ケンセツ ナデシコ

普通作業員

普通作業員
職,女

 鈴木 一郎

～

1050001 東京都 港区 虎ノ門

（ ）

）

11288594589721

）

アオヤマ サブロウ

とび工 足場

とび工

） 鉛

 太田 太郎

2350023 神奈川県 横浜市磯子区

森
（ ）

99015354297721

青山 三郎

1050001 東京都 港区 虎ノ門150-

150

（

（

建設 撫子

◯

～
06988628760421

（ ）

基金 湊

年  振興 太郎

1（白）

該当なし

建設業退職金

共済制度

中小企業退職金

共済制度

事業所の名称 社保判定テスト現場

61898541082871現　場　ID

年

キキン ミナト

特殊作業員

特殊作業員

（

年

加入あり

加入あり

加入あり

加入あり

国民年金

加入あり

加入あり

加入あり

◆

◆

2024年05月20日（ 作成 ）

本書面に記載した内容は、作業員名簿として、安全衛生管理や労働災害発生時の緊急連絡

・対応のために元請負業者に提示することについて、記載者本人は同意しています。

●『社会保険の加入に関する下請指導ガイドライン』（以下「ガイドライン」）において、元請企業は、作業員名簿の社会保険欄を確認し、適切な保険に
加入していない作業員がいる場合は、作業員名簿を作成した下請企業に対して、作業員を適切な保険に加入させるよう指導することとなっている
ところ。

●元請企業による保険加入の確認がより簡便となるよう、作業員名簿に新たに「社会保険確認」欄を設け、ＣＣＵＳの情報から確認が必要と思われる
作業員に「 」を表示するよう改修。

（２０２５年３月１４日リリース）

）

③建設技能者の社会保険未加入状況確認

準備中の取組

システムの機能改善・追加の取組
（２）準備中の取組
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基金 一郎

（１）技能者が所属している主たる事業者の法人個人区分が「法人」 または 「個人」で当該事業者に主たる事業者として
登録されている技能者が5人以上所属していて、技能者の社会保険登録内容が以下のいずれかに該当すること。

・健康保険の加入状況が「無」
・健康保険の加入状況が「適用除外」で適用除外理由が「5人未満個人事業所」
・健康保険の加入状況が「有」で健康保険の種類が「国民健康保険」
・年金保険の加入状況が「無」
・年金保険の加入状況が「適用除外」で適用除外理由が「5人未満個人事業所」
・年金保険の加入状況が「有」で年金保険の種類が「国民年金」

【 が表示される例】
（２）技能者が所属している主たる事業者の法人個人区分が「法人」であり、

技能者の社会保険登録内容が以下のいずれかに該当すること。
・年金保険の加入状況が「適用除外」で適用除外理由が、
「個人事業主と家族従事者」



 『社会保険の加入に関する下請指導ガイドライン』（以下「ガイドライン」）では、元請企業に対して、ガイドライ
ン別紙４の「働き方自己診断チェックリスト」を参考に、現場作業に従事する一人親方の働き方の実態を確認
することとなっている。

 元請企業における一人親方の実態把握がより簡便となるよう、ＣＣＵＳにおいて新たに「一人親方確認」列を
追加し、一人親方の技能レベル等に応じてフラグを表示するよう改修。 （２０２５年３月１４日リリース）

④一人親方の適正性の確認機能

準備中の取組

システムの機能改善・追加の取組
（２）準備中の取組

【一人親方確認】列 の表示について

・当該事業者が一人親方であって、CCUSの
技能レベルが３以上の場合：「〇」

・当該事業者が一人親方であって、CCUSの
技能レベルが２以下の場合：「△」

・当該事業者が一人親方であるものの、
技能者が登録されていない場合や、
登録技能者と一人親方の代表者の姓名が
不一致の場合：「？」

・当該事業者が一人親方でない場合：「−」
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施工体制情報 施工体制技能者情報

API→CCUS 入退場管理デバイス API→CCUS API→CCUS
EasyPass アートサービス ○ CCUSカード読取

WIZDOM
アウトソーシング
テクノロジー

○ CCUSカード読取
QRコード読取

Buildee リバスタ ○
CCUSカード読取
端末画面入力
顔認証（専用機器、スマホ）

○ ○

ワイズワーク
ヨコハマシステム
ズ

○ CCUSカード読取
ICカード読取（専用機器）

○ ○

建設現場顔認証入退管理
サービス

日本電気 ○ 顔認証（スマホ＋GPS機能）

グリーンサイト MCデータプラス ○

CCUSカード読取
端末画面入力
QRコード読取
顔認証（専用機器、スマホ＋
GPS機能）

○ ○

キャリアリンク コムテックス ○

CCUSカード読取
端末画面入力
電話架電
顔認証（スマホ）

○ ○

Kizuku コムテックス ○

CCUSカード読取
端末画面入力
電話架電
スマホ（入退場ボタン押下）

Greenfile.work シェルフィー ○ CCUSカード読取
顔認証

○ ○

ANDPAD アンドパッド ○ スマホ（入退場ボタン押下＋
GPS機能）

○ ○

SACS サコス ○
CCUSカード読取
Ar U-code読取
カメレオンコード読取

○

Ami-T　サーモ出退勤
管理

アドバンスト・メ
ディア

○ 顔認証（専用機器）

POWER WORK DX WINNERS ○ 端末画面入力
スマホ（RFID読取）

○ ○

AIZE Biz トリプルアイズ ○ 顔認証（専用機器、スマホ）

1-Touch（ワンタッチ） FIRST ○ スマホ（入退場ボタン押下＋
GPS機能）

○ ○

Face Pass Cam ダックビル ○ 顔認証（専用機器） ○ ○
KENTEM CarrerLog 建設システム ○ CCUSカード読取 ○ ○

ＡPI連携システム名 ベンダー名
連携している機能

就業履歴情報

システムの機能改善・追加の取組
（３）API事業者との連携
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ＡＰＩ連携システムの拡大

 ＡPI連携システムは
１７システムに拡大。



２０２４年度の収支見通し
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（単位：円）

内容 2024年度予算 備考 2024年度見込 備考

技能者登録料 370,000,000 10万人 795,500,000 21.5万人

事業者登録料 841,538,000 新規1万社+更新2.7万社 1,046,260,000 新規1.9万社+更新2.9万社

管理者ID利用料 2,293,804,000 2,420,979,000

現場利用料 780,000,000 7,800万件 600,000,000 6,000万件

その他収入 28,080,000 26,290,000

収入計 4,313,422,000 4,889,029,000

内容 2024年度予算 備考 2024年度見込 備考

システム運用保守業務 1,297,250,000 1,279,250,000 本体システム、建レコ、API連携、建キャリ

お問合せセンター業務 248,040,800 273,542,000 お問い合わせセンター

登録・審査業務 497,022,000 717,263,000 登録審査業務、申請書作成費、料金収納等

カード発行業務 116,016,000 225,481,000 カード発行・送付

窓口委託業務 143,275,000 120,876,000 認定登録機関等委託費

管理費・普及促進費 768,338,000 711,994,000 事務所費・人件費、普及促進費、消費税

次期システム更新積立金 1,050,000,000 1,050,000,000

支出計 4,119,941,800 4,378,406,000

収支 193,480,200 510,623,000

（単位：円）

内容 2024年度予算 備考 2024年度見込 備考

次期システム更新支出 400,000,000 241,800,000 発注者支援（要件定義策定）等

※2025年1月末現在の実績をもとに作成



２０２４年度の収支見通し（参考）
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（単位：円）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度見込

　技能者登録料 43,082,700 501,073,100 765,125,700 1,242,919,200 1,082,532,000 1,012,570,300 795,500,000

　事業者登録料 200,022,000 342,879,100 529,758,000 741,381,000 598,773,000 797,201,400 1,046,260,000

　管理者ID利用料 29,892,000 565,420,200 1,500,480,600 1,888,671,000 2,180,522,400 2,420,979,000

　現場利用料 4,295,343 72,219,222 273,575,880 416,677,640 535,707,960 600,000,000

　その他収入 50,000,000 47,566,000 45,799,577 23,626,600 19,881,105 31,828,220 26,290,000

計 0 293,104,700 925,705,543 1,978,322,699 3,781,983,280 4,006,534,745 4,557,830,280 4,889,029,000

　システム保守運用業務 693,386,098 929,683,452 1,011,360,231 1,077,346,270 1,105,626,850 1,102,975,707 1,279,250,000

　お問合せセンター業務 1,055,203 114,575,990 325,266,098 313,289,346 255,396,247 249,279,215 248,032,261 273,542,000

　登録・審査業務 454,205,921 1,282,215,930 896,777,931 606,394,090 557,964,632 613,662,022 717,263,000

　カード発行業務 96,195,792 132,740,665 194,413,370 251,282,291 210,847,638 243,743,404 225,481,000

　窓口委託業務 160,452,869 176,226,515 168,619,242 128,112,600 118,841,432 115,837,801 120,876,000

　管理費・普及促進費 198,239,950 424,605,771 523,464,953 408,796,058 539,894,189 597,555,238 648,513,583 711,994,000

　次期システム更新費 350,000,000 500,000,000 650,000,000 1,050,000,000

計 199,295,153 1,943,422,441 3,369,597,613 2,993,256,178 3,208,425,687 3,340,115,005 3,622,764,778 4,378,406,000

収支 △ 199,295,153 △ 1,650,317,741 △ 2,443,892,070 △ 1,014,933,479 573,557,593 666,419,740 935,065,502 510,623,000

累積収支 △ 199,295,153 △ 1,849,612,894 △ 4,293,504,964 △ 5,308,438,443

※2021～2023年度の黒字分は、次期システム更新に充当

⇒2024年度末　次期システム更新積立累積額見込 4,725,042,835
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